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ア マ ジ シ ュ(乳 頭 腫)治 療 用 自 家 ワ ク チ ン の 製 造 と そ の 効 果

片 平 清 美

目 的

アマ ジシュ とは牛 の皮膚 に出来 るイボの ことで,原 因はサ シバエ等か ら皮膚 感染 する ウイルスで あるとい

われている。い ろい ろな治療方法はあ るが,必 ず しも確 立 された ものではない。これ までに小さいアマジシュ

は(第1図)そ の根元 をヒモや ゴム などで縛 って落 と した り,直 接切 り取 った りして治療 していた。しか し,

イボの大 きい ものが数多 く出来 る(第2図)と 前述 の治療 では無理 があ り,レ ーザ ーメスで切除す る方法等

もなされてい る。 しか し,そ の方法は時間がかか り,牛 にス トレスを与 えるため,優 れ た方法 とは言いがた

い ○

沖縄で は,ア マジ シュの治療 に 自家用 ワクチ ンが 開発 され,高 い治療効果が得 られてい る。そ こで,同 様

の方法 によ り自家用 ワクチ ンを精製 し,入 来牧場 の牛 に対す る治療 を試み,そ の効果 を判定 した。

沖縄共済組合獣 医師高坂佳孝氏 には,ア マジシュ用 自家 ワクチ ンの作 りか た治療方法に関 して懇切 な指導,

助言 をいただいた。 ここに心 より謝意 を表す る。

材料 と方法

アマ ジシュ用 自家ワクチ ンの作 り方 は,治 療す る牛の頭数 に応 じて,中 程度の イボ を200g位 採取 した。

切 り取 った イボは表面 を水で完全 に洗 い,薬 包紙 などで汚物 を取 り除いた。 さらに リンゲル液500ccに マ イ

シリンまたはペ ニシ リンを1～2cc入 れた溶液 を作 り,そ の液で洗浄 した。次に完 全消毒 した包丁 またはメ

ス を用い出来るだけ細か く刻ん だ(第3図)。 次 に材料の5～10倍 の ビン容 器(完 全 に煮 沸消 毒 した薬用 ビ

ン等 を利用)に 入れ,上 記の リンゲル液で満た した後冷蔵庫 に2～3日 間静置 した(第4図)。 そ の後 ,滅

菌 したガーゼか濾紙で溶液 を濾過 した。その濾過液 にホルマ リン液 の1～2%量 を入 れ無菌 的 に保 存 した

(第5図)。 治療 にはその液 を1頭 当た り約20cc10日 間隔で2回 皮 下注射 した。

結果 と考察

自家 ワクチ ンを注射する とアマジシュの表面が7～10日 位 で白 く枯 れて来 た。更 に枯れ て くるごとに牛が

壁 などで こす り落 とし,注 射終了後約1～2ケ 月位で完全 にアマ ジシュが な くなった。治 りの悪い ものは再

度 自家 ワクチ ン注射 を繰 り返 す と完 全にな くなった(第6図)。 自家 ワクチ ンを注射す るこ と よ り家 畜の採

食量お よび増体量 の減少 は認 め られなか った。また健康状態 について も異常 は認め られ なか った。

以上 の ことか ら,牛 のアマ ジシュを治療す るには,自 家 ワクチ ンを用い ることで簡単 に治療 出来る ことか

ら,自 家 ワ クチ ンはアマ ジシュの治療 に非常 に効果的であ ると考 え られた。



第1図 乳頭腫が小さく少ない状況 第2図 乳頭腫が大きく多い状況

第3図 乳頭腫 を小 さく刻んでいる状況 第4図 乳頭腫をリンゲル液で満たした状況

第5図 自家ワクチンを濾過 した状況 第6図 乳頭腫が完全に無くなった状況


